
 

 

 

 

 

 

 障がい者が狙われています！ 
 インターネットでの勧誘、訪問販売と悪質商法の 

被害に遭う問題が起こっています。 

 

  12 月 3 日から 9 日は毎年「障害者週間」です。 

障がい者の消費相談件数は 2020 年と比べて 2024 年には約 1.2 倍と増加しています。 

  被害の早期発見、また被害を繰り返さないためにも、家族や周りの人は日ごろから、 

様子を気にかけ、生活の変化をなるべく早く察知することが大切です。 

 今月号は障がい者の「見守り」と「気づき」のチェックポイントをご紹介します。 
 

【住まいの様子】              （件数）  

□ 不審な封筒や請求書等の書類がないか。 

□ 見慣れない段ボールや商品が置かれていないか。 

□ 居室や居宅は改修されていないか。 

□ 見知らぬ人が訪ねていないか。 

 

【本人の様子】 

□ 食欲が無くなったり、元気が無くなったり 

していないか。 

□ 生活パターンやリズムが乱れていないか。         2020  2021  2022  2023  2024 年 

□ 身なりに変化がないか。               障がい者の消費者相談件数推移 

□ なかなか言い出せずに困っている様子はないか。     （参考 R７年度消費者庁白書） 
 

🌼アドバイス 

①日ごろから「相談」できる習慣を。 

常に「困ったことがあったら 教えてね」と声かけをしましょう。 

②高額な契約やネットのやり取りは、一人で契約しないように伝えましょう。 

③被害の早期発見、また、本人の思いに沿いながら支援しましょう。 

 

  障がい者の中には被害にあっても誰にも相談しない場合が少なくありません。 

  過去の経験を目の前の事態と関連付けたり、応用したりすることが苦手、 

そのため繰り返し同じようなトラブルに遭いやすくなりがちです。 
 

※ 困ったとき、不安に思ったとき、トラブルにあったときは、 

   浜松市くらしのセンター等に相談しましょう。 
     専門的知識を持った消費生活相談員がお話を伺い、助言等を行います。 

（浜松市くらしのセンター：457-2205、消費者ホットライン 188） 

【引用・参考】 見守り新鮮情報 第 298 号（2017 年 12 月 19 日発表）発行：独立行政法人国民生活センター 
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【電話相談】 

市民相談   457-2025 

交通事故相談 457-2233 

消費生活相談 457-2205 
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エシカルコラム Ｖol.106  
 

「エシカル消費＆フェアトレード 川柳受賞者発表」！！ 
浜松市では、フェアトレードタウンとして、様々な啓発事業を通じて、市民一人 

ひとりが世界や未来のことを考えた消費ができるよう取り組んでいます。 

そのひとつの取り組みとして、今年５月から７月に「エシカル消費＆フェアトレード川柳」 

を募集したところ、合計１,２１６点という多数の作品の応募がありました。 

去る１１月１６日、プレ葉ウォーク浜北にて、最優秀賞・優秀賞・入選の作品が 

表彰されました。今月号では川柳コンテストの優秀作品をご紹介します。 
 

 

〇応募総数      子ども部門：９２７点 

大人部門 ：２８９点  

【 最優秀賞  】１名 

〇部門共通 

   🏆 選んで買う 未来をつくる その一歩 

      ※子ども部門から選出 

【 優 秀 賞  】 

〇子ども部門 ３名 

   🌸 買うたびに 地球が笑う 選び方 

   🌸 コーヒーに 想いを知って あたたまる 

    🌸 ぼくたちが 世界を変える 買いもので 
 

〇大 人 部 門 ２名 

🌷 商品（もの）選ぶ それは未来を 選ぶこと 

    🌷 カゴの中 優しさそっと しのばせた 
 

【入選】 

〇子ども部門 ８名 

〇大 人 部 門 ５名 

※ 受賞作品は市ホームページ（下記アドレス）または、右、二次元コードからご覧ください。   

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kurashi/senryujusyou.html 
 

日常生活の様々な場面でエシカル消費やフェアトレードを意識されており、 

 食事、衣服、日用品等、生活のあらゆる場面で「誰かのために、地球のために」 

 という思いが込められた作品が多くみられました。 

今回学生さんの作品が多く、この川柳に込めた意識をとても感じられました。 

子から家族そして多くの人へと広く浸透してくことが、明るい未来へと繋がります。 

 

 

主要生活物資価格調査結果は、総務省統計局が実施している「小売物価統計調査」を 

ご覧ください。  (https://www.stat.go.jp/data/kouri/doukou/index.htm 

消費者庁イラスト集より 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kurashi/senryujusyou.html
https://www.stat.go.jp/data/kouri/doukou/index.htm

